
9393
７． 北海道西部に位置するKiK-net観測点の観測記録一覧（IBUH07大滝）



9494
７． 北海道西部に位置するKiK-net観測点の観測記録一覧（IBUH07大滝）



9595
７． 北海道西部に位置するKiK-net観測点の観測記録一覧（IBUH07大滝）



9696
７． 北海道西部に位置するKiK-net観測点の観測記録一覧（IBUH07大滝）



9797
７． 北海道西部に位置するKiK-net観測点の観測記録一覧（IBUH07大滝）



9898
７． 北海道西部に位置するKiK-net観測点の観測記録一覧（HYMH01北檜山）



9999
７． 北海道西部に位置するKiK-net観測点の観測記録一覧（HYMH01北檜山）



100100
７． 北海道西部に位置するKiK-net観測点の観測記録一覧（HYMH01北檜山）



101101
７． 北海道西部に位置するKiK-net観測点の観測記録一覧（HYMH02厚沢部）



102102
７． 北海道西部に位置するKiK-net観測点の観測記録一覧（HYMH02厚沢部）



103103
７． 北海道西部に位置するKiK-net観測点の観測記録一覧（HYMH02厚沢部）



104104
７． 北海道西部に位置するKiK-net観測点の観測記録一覧（HYMH03熊石）



105105
７． 北海道西部に位置するKiK-net観測点の観測記録一覧（OSMH01知内）



106106
７． 北海道西部に位置するKiK-net観測点の観測記録一覧（OSMH01知内）



107107
７． 北海道西部に位置するKiK-net観測点の観測記録一覧（OSMH01知内）



108108
７． 北海道西部に位置するKiK-net観測点の観測記録一覧（OSMH01知内）



109109
７． 北海道西部に位置するKiK-net観測点の観測記録一覧（OSMH01知内）



110110
７． 北海道西部に位置するKiK-net観測点の観測記録一覧（OSMH02上磯）



111111
７． 北海道西部に位置するKiK-net観測点の観測記録一覧（OSMH02上磯）



112112
７． 北海道西部に位置するKiK-net観測点の観測記録一覧（OSMH02上磯）



113113
７． 北海道西部に位置するKiK-net観測点の観測記録一覧（OSMH02上磯）



114114
７． 北海道西部に位置するKiK-net観測点の観測記録一覧（OSMH02上磯）



115115
７． 北海道西部に位置するKiK-net観測点の観測記録一覧（OSMH02上磯）



116116
７． 北海道西部に位置するKiK-net観測点の観測記録一覧（OSMH02上磯）
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余白
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８．位相特性の違いによる地震動への影響確認
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ＳＮ比
継続

時間

地震計

設置位置

Ｓ波速度

地震計設置

位置以浅

速度構造

構成地質

1 SBSH03　赤井川 無 小 3 小 小 長い 不適 ― ―

2 SBSH05　倶知安 無 小 3 小 小 やや短い 適切 一部類似性あり 一部類似性あり

3 2010/08/14 09:11:00 後志地方 SBSH05　倶知安 無 2.5 小 0.4 小 小 やや短い 適切 一部類似性あり 一部類似性あり

4 SBSH03　赤井川 無 小 2 小 小 長い 不適 ― ―

5 SBSH04　共和 無 小 0.5 小 小 長い 適切 類似性あり 類似性あり

6 IBUH05　白老 無 適切 217 適切 適切 やや短い 不適 ― ―

7 IBUH07　大滝 無 適切 68 適切 適切 やや短い 適切 差異あり 一部類似性あり

8 SBSH08　喜茂別 無 適切 18 適切 適切 やや短い 適切 差異あり 一部類似性あり

2014/07/08 18:05:24 胆振地方 5.6

2001/11/27 13:28:31 後志地方 3.8

2017/08/13 19:40:18 後志地方 3.5

No 地震発生時刻 震央地名 観測点名

検討項目

特異な

位相特徴

の有無

観測記録の信頼性 地盤条件の類似性

地震規模

（M）

観測記録の

最大加速度

（Gal）

○収集した８つの観測記録について，模擬地震波の検討にあたって考慮すべき観測記録として選定するか総合的に判断した結果，検
討に適した観測記録は得られなかった。

○しかしながら，位相特性の違いによる地震動への影響を確認することとし，地盤条件の類似性を重視して，模擬地震波の検討に用い
る観測記録を改めて選定する。

【地盤条件の類似性を重視した観測記録の選定結果】
○2001/11/27後志地方の地震（M3.8）SBSH03赤井川，2017/8/13後志地方の地震（M3.5）SBSH03赤井川および2014/7/8

胆振地方の地震（M5.6）IBUH05白老の３記録については，観測点の地震計が地震基盤相当面のＳ波速度（2400m/s）に対応する
比較的硬質な岩盤中に設置されていないことから選定しない。

○2014/7/8胆振地方の地震（M5.6）IBUH07大滝およびSBSH08喜茂別の２記録については，観測記録の信頼性の観点からは，観
測位相を用いた模擬地震波の検討に用いる観測記録として適切と考えられるものの，地震計設置以浅の速度構造に泊発電所と差
異があることから選定しない。

○2017/8/13後志地方の地震（M3.5）SBSH04共和，2001/11/27後志地方の地震（M3.8）SBSH05倶知安および2010/8/14後
志地方の地震（M2.5）SBSH05倶知安の３記録については，観測記録の信頼性がやや劣る（地震規模が小さいことから，最大加速
度が小さく，ＳＮ比も小さい）ものの，泊発電所の地盤条件と一部類似性が認められることから，この３記録の中から観測記録を選定
することとし，より泊発電所の地盤条件と類似性が認められる2017/8/13後志地方の地震（M3.5）SBSH04共和の観測記録を選
定する。

位相特性の違いによる地震動への影響確認

８． 位相特性の違いによる地震動への影響確認
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○選定した2017/8/13後志地方の地震（M3.5）SBSH04共和の観測記録を用いて，以下の手順により観測記録を用いた模擬地震波
を作成する。

○観測位相を用いる際の経時特性は，実観測波の経時特性として，観測記録のフーリエ位相スペクトルを反映する。
○適合条件は，日本電気協会（2015）に記載された判定基準を満足させる。
○なお，水平方向については，応答スペクトルの形状や最大加速度を踏まえ，ＥＷ方向を用いて検討する。

模擬地震波の作成手順

目標とする
応答スペクトルの設定
（標準応答スペクトル）

逆フーリエ変換による
模擬地震波の作成

応答スペクトルの計算

適合度を満足する
ことを確認

ＥＮＤ

観測記録

フーリエ位相
スペクトル

実観測記録

-1

0

1

0 10 20 30 40

加
速
度
(
G
a
l
)

時間(s)

0.5Gal

-1

0

1

0 10 20 30 40
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度
(
G
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)

時間(s)

0.5Gal

-1

0

1

0 10 20 30 40

加
速
度
(
G
a
l
)

時間(s)

0.6Gal

NS方向 EW方向 UD方向

８． 位相特性の違いによる地震動への影響確認
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-800
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(
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l
)

時間(s)

600Gal

観測位相を用いた模擬地震波の作成結果（水平方向）

標準応答スペクトル
模擬地震波

（h=0.05）

周 期 （s）

速
度

（
c
m

/
s）

作成結果

①応答スペクトル比 R(T) 0.88≧0.85

②SI比 1.01≧1.0

R 𝑇 =
𝑆𝑉1 𝑇

𝑆𝑉2 𝑇
≧ 0.85 (0.02 ≦ 𝑇)

T：周期（s）

𝑆𝑉1 𝑇 ：模擬地震波の応答スペクトル（cm/s）

𝑆𝑉2 𝑇 ：目標とする応答スペクトル（cm/s）

① SI比 =
0.1׬
2.5

𝑆𝑉 𝑇 𝑑𝑡

0.1׬
2.5

𝑆𝑉 𝑇 𝑑𝑡
≧ 1.0

𝑆𝐼：応答スペクトル強さ

𝑆𝑉 𝑇 ：模擬地震波の応答スペクトル（cm/s）

𝑆𝑉 𝑇 ：目標とする応答スペクトル（cm/s）

T：固有周期（s）

②

○作成した模擬地震波は，日本電気協会（2015）に示
される適合度の条件を満足していることを確認した。

応答スペクトル比

0.85

８． 位相特性の違いによる地震動への影響確認
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観測位相を用いた模擬地震波の作成結果（鉛直方向）

標準応答スペクトル
模擬地震波

（h=0.05）

周 期 （s）

速
度

（
c
m

/
s）

作成結果

①応答スペクトル比 R(T) 0.90≧0.85

②SI比 1.00≧1.0

R 𝑇 =
𝑆𝑉1 𝑇

𝑆𝑉2 𝑇
≧ 0.85 (0.02 ≦ 𝑇)

T：周期（s）

𝑆𝑉1 𝑇 ：模擬地震波の応答スペクトル（cm/s）

𝑆𝑉2 𝑇 ：目標とする応答スペクトル（cm/s）

① SI比 =
0.1׬
2.5

𝑆𝑉 𝑇 𝑑𝑡

0.1׬
2.5

𝑆𝑉 𝑇 𝑑𝑡
≧ 1.0

𝑆𝐼：応答スペクトル強さ

𝑆𝑉 𝑇 ：模擬地震波の応答スペクトル（cm/s）

𝑆𝑉 𝑇 ：目標とする応答スペクトル（cm/s）

T：固有周期（s）

②

○作成した模擬地震波は，日本電気協会（2015）に示
される適合度の条件を満足していることを確認した。

応答スペクトル比

0.85

８． 位相特性の違いによる地震動への影響確認
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673Gal

模擬地震波 最大加速度（Gal）

水平方向 673

鉛直方向 474

観測位相波＿加速度時刻歴波形（水平方向）

観測位相波＿加速度時刻歴波形（鉛直方向）

○「３．１ 乱数位相を用いた模擬地震波の作成」で検討した模擬地震波について，「２． 地下構造モデルの設定」で検討した地下構
造モデルを用いて，解放基盤表面での模擬地震波を評価する。

８． 位相特性の違いによる地震動への影響確認
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○乱数位相を用いた模擬地震波と観測位相を用いた模擬地震波の解放基盤表面での応答スペクトルを比較した結果，両者は同程度
となっている。

応答スペクトル（水平方向） 応答スペクトル（鉛直方向）

乱数位相波（鉛直方向）
観測位相波（鉛直方向）

乱数位相波（水平方向）
観測位相波（水平方向）

周 期 （s）

速
度

（
c
m

/
s）

（h=0.05）

周 期 （s）

速
度

（
c
m

/
s）

（h=0.05）

応答スペクトルの比較

８． 位相特性の違いによる地震動への影響確認
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時刻歴波形の比較

乱数位相波＿加速度時刻歴波形（水平方向）

乱数位相波＿加速度時刻歴波形（鉛直方向） 観測位相波＿加速度時刻歴波形（鉛直方向）

観測位相波＿加速度時刻歴波形（水平方向）

○時刻歴波形を比較すると，乱数位相を用いた模擬地震波の方が水平方向，鉛直方向とも最大加速度が大きく，比較的振幅の大き
い波（最大加速度値の0.5倍以上の振幅）の継続時間が長い。
・水平方向：乱数位相波が15秒程度，観測位相波が7秒程度
・鉛直方向：乱数位相波が11秒程度，観測位相波が4秒程度

15秒程度 7秒程度

11秒程度

4秒程度

○位相特性の違いによる地震動への影響を確認するため，観測位相を用いた模擬地震波を検討し，標準応答スペクトルを考慮した地
震動評価として設定した乱数位相を用いた模擬地震波と比較した。

○以下の比較検討結果を踏まえ，乱数位相を用いた模擬地震波を標準応答スペクトルを考慮した地震動として設定することには影響
を与えないものと考えている。
・解放基盤表面での両者の応答スペクトルが同程度
・乱数位相を用いた模擬地震波の方が最大加速度が大きく，比較的振幅の大きい波の継続時間も長い

８． 位相特性の違いによる地震動への影響確認
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９．地震動評価結果の比較
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【震源を特定せず策定する地震動】 【敷地ごとに震源を特定して策定する地震動】
標準応答スペクトルを考慮した地震動 尻別川断層による地震

ＦＳー１０断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震
積丹半島北西沖の断層による地震
ＦＢー２断層による地震

敷地ごとに震源を特定して策定する地震動との比較

周 期 （s）

速
度

（
c
m

/
s）

（h=0.05）

周 期 （s）

速
度

（
c
m

/
s）

（h=0.05）

周 期 （s）

速
度

（
c
m

/
s）

（h=0.05）

※太線は応答スペクトルに基づく地震動評価結果

９． 地震動評価結果の比較

○標準応答スペクトルを考慮した地震動と敷地ごとに震源を特定して策定する地震動（令和3年10月22日審査会合）の比較を下図に
示す。

ＮＳ方向 ＥＷ方向 ＵＤ方向

再掲(R4.5.13審査会合資料)
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標準応答スペクトルを考慮した地震動
2008年岩手・宮城内陸地震（栗駒ダム［右岸地山］）
2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ金ヶ崎）
2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ一関東）
2004年北海道留萌支庁南部地震（Ｋ－ＮＥＴ港町）

○標準応答スペクトルを考慮した地震動と震源を特定せず策定する地震動（平成27年12月25日審査会合）の比較を下図に示す。

震源を特定せず策定する地震動との比較

周 期 （s）

速
度

（
c
m

/
s）

周 期 （s）

速
度

（
c
m

/
s）

（h=0.05）

水平方向 鉛直方向

（h=0.05）

実線：ＮＳ方向，ダム軸方向
破線：ＥＷ方向，上下流方向

再掲(R4.5.13審査会合資料)

９． 地震動評価結果の比較
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